
第2章

グローバル・データ・エコシステムと

その制御点のマッピング

　急速に進化するデータ・エコシステムについて探究するに当たり、本章はその

鍵を握る関係者、彼らの主要な技術とサービス、及びビジネスモデルと収益モデ

ルをまず列挙する。それら関係者とエコシステムにおける戦略的な制御点を特定

するため、階層モデルを用いる。続いて、本章は、関係者間の相互作用の状況に

ついて議論し、特に DDI のための競争と協調の関係及びそうした「コーペティ

ション」（協調的競争、「協争」）がどのように水平的・垂直的双方の動態的変化

につながっていくのかという点を分析する。データ・エコシステムがどの程度開

放され、グローバル化し、かつ相互接続されているかという点も分析する。最後

に、グローバル・バリューチェーン（GVC）と貿易、税制及び競争に対しての

DDI の含意に着目する。

　ビッグデータの良いところは、新参者、特にバックミラーに映し出されたインフラ
を離れたいと願う会社のための空きがまだたくさんあることだ。

―ハリス（Harris, 2012）

　私はこの聴衆を見て、そして、VMwareとそのブランドへの評価を見て、本を売
る会社をみんなで打ち負かすことができないなんてありえないと思います。

―カール・エッシェンバック（Carl Eschenbach, VMware社長兼COO）
（2013年2月VMwareパートナー意見交換会議）
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はじめに

　第1章で取り上げたデータ駆動型イノベーション（DDI）は、新製品、プロセス、組織的手法、
市場を開発し又は改善するデータ及び分析の使用を指す。それは、データ価値循環（第1章図1.7参
照）の中での価値の創造過程が具体化されたものであり、データ分析が解決法（の一部でも）を提
供しうる問題に取り組み、又は特定のそのような目標を達成するために着手されるものであり、あ
るいはデータ分析が解決法を提供しうる機会を活用するために着手されるものである。各々の特定
の目標の達成のため、組織（又は複数組織の連合体）は、データ価値循環の中での価値創造過程を
調整する必要があるだろう。この過程における多くの段階では、組織は世界中に散らばる第三者の
関与を必要とする可能性が高い。なぜなら、それらの組織は、データ及び分析の分野横断的な側面
を取り扱う経験、技術的資源あるいは能力に欠けているからである。ほとんどの場合、結果として
現れるグローバル・バリューチェーン（GVC）は、追い求められている目標に特に沿ったものになる。
その複合的な効果は、グローバル・データ・エコシステムが、今までになかったほど、データ及び
分析のサービスが取引され分野と国境を越えて使用される中で出現しつつあるという事実となって
表れている。情報通信技術（ICT）産業では、これは2015年には170億米ドルの事業機会となり、
2010年以来毎年平均40パーセント以上の市場成長率が見込まれている（IDC, 2012; Kelly, 2013参照）1。

　DDIの経済的及び社会的双方の面からの影響をよりよく分析するには、関係者間の相互作用や
彼らの技術とビジネスモデルさらにはエコシステムの構造的な動態状況を含む、出現中のグローバ
ル・データ・エコシステムの複雑性と動態について、より深い理解が必要である。本章の分析のた
めに選ばれた、ビジネス環境を表すための生態学的アプローチの概念は、Moore（1993）によって
導入されたものであり、なぜ会社を単一産業の構成員とみるのではなく「いかに様々な産業を横断
するビジネスエコシステムの一部として」みるべきかということを記述したものである。これらの
エコシステムにおいては、一貫性があって顧客に沿った解決法を作り出すために、企業の協調的な
取り組みにより個別の活動が統合されている（Adner, 2006）。そうした概念は、DDIの具体的な成
果を形成し始めており、すべてにまたがるグローバル・データ・エコシステムに漸進的に結び付い
てゆくだろう人的・非人的ネットワークの動態を探究するために、適切な観点である。

　本章は、循環の中で競争する異なる種類の会社やサービスを識別するための枠組みとして第1章
において導入されたデータ価値循環の考えを用いて、こうしたエコシステムを分析する。本章はま
た、鍵となる技術、ビジネスモデル及び形成されつつある企業連合や連携など、データ・エコシス
テムの働きに影響する他の要因についても分析する。関係者とその技術及びビジネスモデルを「デ
ータ追跡」アプローチによりデータ価値循環の中で位置特定することにより、本章は、分野間のつ
ながり、データ・エコシステムにおける潜在的な制御点間のつながり及びエコシステムを形作る相
互作用を仲裁する門番間のつながりを明らかにする。新しく形成されつつあるGVCは、新しい関係
者と新しい水平的データ市場を示すだろう。本章は、オランダ応用科学研究機構（TNO）により実
施された包括的な専門家聴取、事例研究及びワークショップの豊富な組み合わせに基づき執筆され
たものである2。
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第1節　鍵となる関係者、その主要技術、サービス及びビジネスモデル

　生成、収集及び蓄積されるデータの増加、さらにはそれらデータから得られる情報の範囲の拡大
により、データ・エコシステムの中では会社が急速に成長している。データ駆動型の集団を形成す
る、関係者、財・サービス、技術、ビジネスモデルの数は、急速に進化するデータ・エコシステム
を生み出す。それは、新しい技術や実践が常に開発される、変化に富んだ分野であり、インフラ及
び事業分析分野の伝統的な情報技術（IT）企業（例：IBM、Oracle、SAP、Microsoft）や様々
な新興企業により、大きく推進されている。データ・エコシステムにおける非伝統的なデータ企
業の増大しつつある活発な役割もまた顕著である。中でも最も有名な例の一つは、Amazonである。
そのビッグデータ発電所としての役割は、本章の冒頭部分で引用した、VMwareの犠牲により得ら
れたAmazon（訳注：「本を売る会社」）の成長に対するVMware社長兼COOのCarl Eschenbach
の反応において、明確に表されている（Assay, 2013）。

　データ・エコシステムについて、異なる種類の関係者を各々位置付けるための様々な説明がある。
Tuck（2014）は例えば、1）HadoopやCasandraのような、基層をなす核心技術、2）ITインフラ

（例：ストレージ及びコンピューティング）、3）分析ツール（例：「R」）、及び4）各分野特定のアプ
リケーションを含むサービス、製品及び技術の詳細な分類学に基づき様々な事業クラスターを描写
した。本章では、基層が財とサービスを上層に提供するという、関係者の主な役割別の階層の組み
合わせとして、データ・エコシステムをとらえる（図2.2）。
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図2.1　データ価値循環とその鍵となる関係者の位置する主要な段階
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　以下の小節では、関係者の異なる役割、その技術・サービス、及びその主要なビジネスモデル（収
益モデルを含む）をさらに詳細に描写する。すなわち、2014年の本分野の一般化された概観を、新
規の関係者が参入し技術が進化することに伴って様々なプレイヤーの相対的な位置も進化するであ
ろうとの理解に立って、提供するものである。関係者の様々な役割としては、次のものが含まれる。

1）インターネットサービス提供者―インターネットサービス提供者は、データ・エコシステ
ムのバックボーン回線を構成し、データはそこを通じて交換される。

2）ITインフラ提供者―2番目の階層には、データ蓄積サーバー、データベース管理及び分析
ソフトウェア、さらには最も重要なことに、クラウドコンピューティング資源が含まれるが、
これらに限られるわけではない。データ管理・分析ツールと重要な電算資源を供給するIT（ハ
ードウェアとソフトウェア）インフラ提供者も含まれる。

3）データ（サービス）提供者―3番目の階層には、①データ取引事業者及びそのデータを経
済全体に販売するデータ市場、②オープンデータに取り組んでいる公共部門（第10章参照）、
及び③革新的な事業者により提供される新規サービスやデータ持ち運び制の取り組み（第4章
及び第5章）によって自らのデータを積極的にデータ・エコシステムに提供しつつある消費者
が含まれる。

4）データ分析サービス提供者―4番目の階層には、データ統合・分析サービスを主にビジネ
ス顧客に提供する事業者が含まれる。データ視覚化サービスもその一例である。

5）データ駆動型起業家3―データ駆動型起業家は、エコシステムで利用可能なデータと分析
に基づきその革新的な事業を成立させている。彼らの努力は、科学・研究のためのDDI（第7
章参照）、保健医療のためのDDI（第8章参照）、スマートシティのためのDDI（第9章参照）、
公共サービス提供のためのDDI（第10章参照）として結実している。
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図2.2　データ・エコシステム関係者（種別ごとの階層の組み合わせ）
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